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南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 9月定例会号平成 28 年 9月定例会号

定例会（9月）で決まったこと 議員別表決状況
（○：賛成、×：反対、棄：棄権、欠：欠席、除：除斥、無：無効）

議案番号 件　　　名 議決結果 内容案内
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議案第32号 南城市印鑑条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第33号 南城市手数料徴収条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第34号 南城市男女共同参画推進条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第35号 南城市附属機関に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第36号 南城市子ども医療費助成条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第37号 南城市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第38号 市有財産の無償譲渡について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第39号 市有財産の無償譲渡について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第40号 市有財産の無償譲渡について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第41号 市有財産の無償譲渡について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第42号 市有財産の無償譲渡について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第43号 市有財産の無償貸付について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第44号 市有財産の無償貸付について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第45号 市有財産の無償貸付について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第46号 市有財産の無償貸付について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第47号 市有財産の無償貸付について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第48号 市有財産の無償貸付について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第49号 市有財産の無償貸付について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第50号 市道の廃止について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第51号 市道の変更について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第52号 市道の一部廃止について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第53号 区域外町道路線の認定の承諾について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第54号 玉城中学校武道場屋外プール改築工事（建築）請負契約について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第55号 平成27年度南城市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第56号 平成28年度南城市一般会計補正予算（第3号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第57号 平成28年度南城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第58号 平成28年度南城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第59号 平成28年度南城市水道事業会計補正予算（第1号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第60号 平成28年度南城市下水道事業特別会計補正予算（第1号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第1号 平成27年度南城市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第2号 平成27年度南城市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第3号 平成27年度南城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第4号 平成27年度南城市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第5号 平成27年度南城市水道事業決算の認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第16号 公共工事発注に際しての事業用自動車（緑ナンバー）使用に関する陳情について 採　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第10号 交通事故防止対策と飲酒運転根絶のさらなる推進に関する宣言決議 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第11号 軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、及びその危険性や予後の相談可能な窓口などの設置を求める意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第12号 無電柱化の推進に関する法整備を求める意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

閉会中の継続調査申し出について（総務福祉委員会・産業教育委員会） 決　 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

詳細はP9

詳細はP10

詳細はP11

詳細はP10

詳細はP7

詳細はP10

詳細はP21

詳細はP21

詳細はP22
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南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 9月定例会号平成 28 年 9月定例会号

会期日程 自　平成28年9月  1日（木）
至　平成28年9月23日（金）23日間 平成28年第5回南城市議会
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議案第32号 南城市印鑑条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第33号 南城市手数料徴収条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第34号 南城市男女共同参画推進条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第35号 南城市附属機関に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第36号 南城市子ども医療費助成条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第37号 南城市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第38号 市有財産の無償譲渡について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第39号 市有財産の無償譲渡について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第40号 市有財産の無償譲渡について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第41号 市有財産の無償譲渡について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第42号 市有財産の無償譲渡について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第43号 市有財産の無償貸付について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第44号 市有財産の無償貸付について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第45号 市有財産の無償貸付について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第46号 市有財産の無償貸付について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第47号 市有財産の無償貸付について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第48号 市有財産の無償貸付について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第49号 市有財産の無償貸付について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第50号 市道の廃止について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第51号 市道の変更について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第52号 市道の一部廃止について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第53号 区域外町道路線の認定の承諾について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第54号 玉城中学校武道場屋外プール改築工事（建築）請負契約について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第55号 平成27年度南城市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第56号 平成28年度南城市一般会計補正予算（第3号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第57号 平成28年度南城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第58号 平成28年度南城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第59号 平成28年度南城市水道事業会計補正予算（第1号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第60号 平成28年度南城市下水道事業特別会計補正予算（第1号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第1号 平成27年度南城市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第2号 平成27年度南城市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第3号 平成27年度南城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第4号 平成27年度南城市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第5号 平成27年度南城市水道事業決算の認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第16号 公共工事発注に際しての事業用自動車（緑ナンバー）使用に関する陳情について 採　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第10号 交通事故防止対策と飲酒運転根絶のさらなる推進に関する宣言決議 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第11号 軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、及びその危険性や予後の相談可能な窓口などの設置を求める意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第12号 無電柱化の推進に関する法整備を求める意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

閉会中の継続調査申し出について（総務福祉委員会・産業教育委員会） 決　 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 9月定例会号平成 28 年 9月定例会号

科　　目 平成 27 年度 構成比（%）

1 市 　 　 　 　  税 31億6,012万2,298円 13.7

2 地 方 譲 与 税 1億2,335万4,000円 0.5

3 利 子 割 交 付 金 425万6,000円 0.0

4 配 当 割 交 付 金 854万円 0.0

5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 688万円 0.0

6 地 方 消 費 税 交 付 金 5億8,472万8,000円 2.5

7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 6,667万8,136円 0.3

8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 2,165万1,000円 0.1

9 国 有 提 供 施 設 等
所 在 市 助 成 交 付 金 1,444万9,000円 0.1

10 地 方 特 例 交 付 金 1,414万円 0.1

11 地 方 交 付 税 74億6,020万5,000円 32.3

12 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 331万円 0.0

13 分 担 金 及 び 負 担 金 2億4,099万2,923円 1.0

14 使 用 料 及 び 手 数 料 2億5,862万1,177円 1.1

15 国 庫 支 出 金 32億3,888万4,781円 14.0

16 県  支  出  金 35億2,700万8,071円 15.3

17 財  産  収  入 1億1,909万8,660円 0.5

18 寄 　  附 　  金 2,889万572円 0.1

19 繰    入    金 11億2,933万2,051円 4.9

20 繰    越    金 11億3,773万1,343円 4.9

21 諸    収    入 5億7,448万2,628円 2.5

22 市 　 　 　 　  債 13億5,180万円 5.9

合　　　　計 230億7,515万5,640円

科　　目 平成 27 年度 構成比（%）

1 議 会 費 2億708万5,283円 0.9

2 総 務 費 24億3,670万1,288円 11.2

3 民 生 費 81億 5 0 万 7,19 0 円 37.1

4 衛 生 費 9億2,853万5,993円 4.3

5 労 働 費 839万1,936円 0.0

6 農林水産業費 11億1,177万3,605円 5.1

7 商 工 費 4億 5,585万109円 2.1

8 土 木 費 13億3,891万8,611円 6.1

9 消 防 費 5億5,315万9,903円 2.5

10 教 育 費 27億1,416万3,634円 12.4

11 災 害 復 旧 費 1,150万2,000円 0.1

12 公 債 費 21億1,583万4,912円 9.7

13 諸 支 出 金 18億5,656万2,319円 8.5

14 予 備 費 0 0.0

合　　　　計 218億3,898万6,783円

一般会計（歳入） 一般会計（歳出）

307億 7,600万435円
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南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 9月定例会号平成 28 年 9月定例会号
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南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 9月定例会号平成 28 年 9月定例会号

区　　　分 歳入総額 歳出総額 形式収支額

一　般　会　計 230億7,515万5,640円 218億3,898万6,783円 12億3,616万8,857円

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 73億6,413万1,562円 77億 6 3 7 万4,357円 △3億4,224万2,795円

後 期高齢 者医 療 特別会計 3億3,910万2,845円 3億3,019万2,616円 891万 2 2 9 円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 9億4,026万9,635円 9億 4 4 万6,679円 3,982万2,956円

合　　　　計 317億1,865万9,682円 307億7,600万 4 3 5 円

各会計の収支状況

収　入 支　出

水道事業会計
収益的収入及び支出 11億1,578万6,315円 10億5,414万 7 9 6 円

資本的収入及び支出 6,911万4,432円 2億8,276万4,363円

水道事業

区　分 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 対前年度比較

財 政 力 指 数 0.34 0.34 0.35 0.01

経 常 収 支 比 率 80.3 84.7 83.8 △0.9

公 債 費 比 率 7.0 6.8 6.6 △0.2

実 質 収 支 比 率 9.8 9.5 10.2 0.7

財政指数の推移

地方公共団体の財政上の能力を示すもので、数値は当年度を含む３カ年度の単純平
均値である。この指数が高ければ高いほど財源に余裕があるとされ、1を超える団体
は交付税算定上の収入超過団体であり、普通交付税は交付されない。

①  財 政 力 指 数

財政構造の硬直度や弾力性を示すもので、この比率が低いほど経常余剰財源が大き
く、財政構造に弾力性があるとされている。通常、70～80％に分布するのが標準的
とされている。

②  経常収支比率

公債費の一般財源に占める割合を示すもので、この比率が高いほど財政硬直化の一
因となるものとされている。通常、財政構造の健全性をおびやかさない程度は10％
程度で、これを超えない方が望ましいといわれている。

③  公 債 費 比 率

地方公共団体の標準的な一般財源の財政規模（標準財政規模）に対する割合で、3～5％
程度が望ましいとされている。④  実質収支比率

平成 27 年度

決 算 特別会計
水道事業

認
定
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南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 9月定例会号平成 28 年 9月定例会号

議案第５６号　南城市一般会計補正予算（第３号）の概要

（総務・企画関連）
●南城市第２次総合計画策定委託事業　� 平成２８年度　約５１８万円

平成２９年度※（債務負担行為）　９７２万円　
総事業費　約１，４９０万円

　本市の最も上位に位置づけられる計画で第１次総合計画の期間が平成２９年度に終了
することに伴い、これまでの総合計画に基づく成果を活かしながら平成３０年度を初年度
とする次期総合計画の基本構想、基本計画の策定を行います。
※‌�債務負担行為とは、歳出予算、継続費又は繰越明許費に含まれているものを除き、将来にわ
たる債務を負担する行為。

（市民・福祉関連）
●予防接種事業　　　約８３８万円
　平成２８年１０月１日より、０歳児に限り新たに小児Ｂ型肝炎予防接種が定期接種化
されることに伴う補正です。

●介護ロボット導入支援事業　　　約１８５万円
　介護従事者の負担軽減を図るために、介護サービス事業所が介護ロボットを導入する際
の一部を助成する事業で、今回は特別養護老人ホームに入浴や排泄等の移乗の際に介護
従事者の負担を軽減するために装着型介護用マッスルスーツ（1園）と、見守り、夜間巡回の
負担軽減を図るために見守り支援システム（1園）を導入します。

●保育対策総合支援事業費補助金　　　約２５６万円
　県外からきた保育士を市内の保育園で採用した場合、保育士の家賃に対する費用の一
部を補助する事業で、補助対象保育園３園（６名）に対して月額上限８２，０００円／名を限
度に平成２８年４月１日までさかのぼり家賃補助を行います。

次頁上段へ

会計名称 補正額 補正後予算額 議案番号

一 般 会 計 21億2,171万1千円 247億8,724万2千円 ５６

国民健康保険事業特別会計 108万円 77億1,515万8千円 ５７

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 891万円 3億4,915万1千円 ５８

下 水 道 事 業 特 別 会 計 4,038万2千円 10億 3 0 3 万6千円 ６０

水 道 事 業 会 計
収益的支出　△685万円 10億7,380万2千円 ５９

資本的支出　補正なし 2億8,410万1千円 －
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南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 9月定例会号平成 28 年 9月定例会号

●ひとり親家庭等放課後児童クラブ利用料補助事業　　　１８０万円
　ひとり親家庭等の学童クラブに係る保育料に対して補助（利用学童１名につき月額２分の１
以内、減免限度額を５，０００円）を行い、経済的負担を軽減することで児童の健全育成、ひと
り親の就業及び自立の促進を図ることを目的とした事業です。

（農林水産関連）
●農山漁村活性化対策事業（大城地区畑地かんがい施設整備）（県一括交付金）
	 約４，572万円
　総事業費５億２，９００万円（平成27年～31年度迄）の事業で今回、1,556mの管路工事を
予定しています。

●南城市漁業再生支援事業（県補助事業75％）　　　約７９４万円
　パヤオ1基（300万円）の設置とイカの産卵所の調査と整備（27基）、サメ駆除先進地視察（石
垣）、モズクの種苗関係調査研究に使います。

（土木建築関連）
●市道知念12号線落石撤去工事（一般財源）　　　約１33万円
　知念城跡、駐車場付近の沿道の岩山で亀裂が確認され、風化が進み落石の危険がある
ため今回は緊急を要するとして落石撤去工事を行います。

●観光交流施設機能強化事業（一括交付金）　　　２，２００万円
　グスクロード公園に0歳～3歳児エリアの安全対策として遊具回りにゴムチップを入れ、見守
りのベンチの追加及び芝張りの増設を行います。

●公園維持費（一般財源）　　　約５７3万円
・‌�大里公園・パークゴルフ場、園路の陥没補修、同じく園路の湧水処理、並びにパークゴル
フのボール止め柵補修を行います。（約389万円）
・現在点灯不能である内原公園の屋外照明灯の補修を行います。（約184万円）

（教育関連）
●南城市子どもの貧困緊急対策事業（国庫100％補助）　　　約７2万円
　スクールソーシャルワーカーは市内各家庭の訪問の際に車両を必要とすることから軽自動
車4台のリースを行います。

●学校支援地域本部事業（地域未来塾にかかる学習支援事業）（県費100％補助）� ３８万円
　学習に遅れがちな児童生徒等を対象に学習支援を実施するため、プロジェクター及びスク
リーン、書画カメラ等を購入し、玉城小学校、ミントゥンの会事務局で管理し、移動式で中学
校にも対応できます。

前頁下段より
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南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 9月定例会号平成 28 年 9月定例会号

議案第34号 南城市男女共同参画推進条例について

議案第33号 南城市手数料徴収条例の一部を改正する
条例について

　個人番号カード（マイナンバー制度導入）に伴い、来年の２月からコンビニに設置される多機能端
末機での交付が試験的に行われる事になりました。
　そのため、３２号では印鑑登録証明書も交付を受けられるようにするための条例改正です。
　３３号では、これまで役所に設置されている自動交付機に加え、多機能端末機を明記することと、
国外犯罪被害弔慰金等の支給対象者に対して証明書等の手数料徴収を免除するための条例改
正です。

　南城市においては男女共同参画社会の実現を目指して平成２０年に「男女共同参画行動計画～な
んじょう四間切輝きプラン～」を策定し、男女共同参画に関する施策を積極的に推進してきました。
　しかしながら、差別による固定
的な役割分担意識や社会の慣習
等は依然として根強く存在し、また
急速に進む少子高齢化、国際化、
社会情勢の急激な変化への対応も
求められています。
　男女が性別にとらわれず、個性
と能力を発揮し共に責任を担う男
女共同参画社会の実現を、市・市
民等・教育関係者・事業者及び
区・自治会が一体となって男女共
同参画を総合的かつ計画的に推進
することを目的に条例を制定します。

条例改正 ！

条例制定 ！

議案第32号 南城市印鑑条例の一部を改正する条例に
ついて
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議案第35号 南城市附属機関に関する条例の一部を�
改正する条例について

　南城市における人工透析者数は増加し、国保外来医療費に占める慢性腎不全（透析を含む）医療費割
合は１４％と県平均より高く、国や同規模市町村の約２倍です。医療費の適正化、市民の健康増進のため
にも人工透析予防プロジェクト事業を実施し、対象者に対して保健師・栄養士による訪問指導や専門医と
連携し適切な治療へ繋げます。
　人工透析予防プロジェクト事業を実施するに伴い、南城市附属機関に南城市人工透析予防プロジェクト
評価支援委員会を設置し、本事業の評価及び効果的・効率的事業計画の助言を行います。

委員会設置 ！

議案第53号 区域外町道路線の認定の承諾について

区域外路線の認定について ！

　本市の区域内（大里字嶺井５２１番地２～５２１番地１、５４０番地付近）に与那原町の町道路線を整備す
る為のものです。
　本市の財政負担もなく、今後は与那原町と管理協定を結び、本市及び地域にも不利益が生じないよう
協議していく事を確認し、全会一致で可決されました。

議案第54号 玉城中学校武道場屋外プール改築工事
（建築）請負契約について

業者決定 ！

　玉城中学校には、武道場の施設がなく、また、学習指導要領により中学校の保健体育で武道が必修
化されたことに伴い、武道場を整備する必要がある事。又、老朽化した屋外プールを改築し危険性を除
去し安心・安全な学習環境を確保する為、両施設の建設工事指名競争入札を行い、工事請負会社（２
社による共同企業体）が決まり、全会一致で可決されました。

　産業教育委員会審議では、既に緑ナンバーを優先的に使用するよう取り組んでいるとの意見があり、継
続して後押しするための陳情として採択してよいとのことから、委員会及び本会議において全会一致で採
択となりました。

陳情第16号
公共工事発注に際しての事業用自動車
（緑ナンバー）使用に関する陳情について

提出者：公益社団法人沖縄県トラック協会会長　佐次田　朗
南部支部長　上原　功
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議案第38・39・40・41・42・43・44・45・46・47・48・49号

12議案追認可決 ！

　南城市が過去行ってきた公立保育所の民営化において、委託先の社会福祉法人への土地、
建物等の無償譲渡、無償貸付に関して、地方自治法第９６条第１項第６号の規定による議会の議
決を得ずに行われていました。
　本１２件の議案については、付託を受けた総務福祉委員会において活発なる審議を行い、本会
議においても賛成、反対討論それぞれ出ましたが、賛成１６、反対１、退席１の賛成多数により可
決されました。主な賛成意見としては、市有財産の無償譲渡や貸付の目的は、法人保育園の民
営化受託初期の負担軽減であり、正しい時期に上程されていれば反対される要素がない点を上げ、
反対意見には、追認に至る説明が充分でない等の意見がありました。

議案番号 譲渡財産 譲渡の相手方 譲渡の時期

第 38 号 南城市立知念保育所
建物・構築物及び備品一式 社会福祉法人　知念福祉会 平成 21 年 4 月 1 日

第 39 号 南城市立佐敷第 1 保育所
建物・構築物及び備品一式 社会福祉法人　ともえ福祉会 平成 22 年 4 月 1 日

第 40 号 南城市立船越保育所
建物・構築物及び備品一式 社会福祉法人　馬天福祉会 平成 23 年 4 月 1 日

第 41 号 南城市立玉城保育所
建物及び備品一式 社会福祉法人　以和貴会 平成 24 年 4 月 1 日

第 42 号 南城市立わかば保育所
建物・構築物及び備品一式 社会福祉法人　松信福祉会 平成 27 年 4 月 1 日

議案番号 貸付財産 貸付の相手方 貸付期間

第 43 号 土地 / 知念字久手堅 21 番地の一部
他 4 件 社会福祉法人　知念福祉会 平成 21 年 4 月  1  日から

平成 26 年 3 月 31 日

第 44 号 土地 / 知念字久原 603 番地の一部
建物 / 知念字久原 603 番地 社会福祉法人　知念福祉会 平成 21 年 4 月  1  日から

平成 22 年 5 月 31 日

第 45 号 土地 / 佐敷字新開 1 番地 1 社会福祉法人　ともえ福祉会 平成 22 年 4 月  1  日から
平成 27 年 3 月 31 日

第 46 号 建物 / 佐敷字佐敷 550 番地 社会福祉法人　ともえ福祉会 平成 22 年 4 月  1  日から
平成 23 年 5 月 31 日

第 47 号 土地 / 玉城字船越 939 番地 2
他 2 件 社会福祉法人　馬天福祉会 平成 23 年 4 月  1  日から

平成 28 年 3 月 31 日

第 48 号 土地 / 玉城字富里 136 番地 2
他 1 件 社会福祉法人　以和貴会 平成 24 年 4 月  1  日から

平成 26 年 3 月 31 日

第 49 号 土地 / 大里字稲嶺 2730 番地 1
の一部 社会福祉法人　松信福祉会 平成 27 年 4 月  1  日から

平成 28 年 2 月  9  日

市有財産の無償譲渡について

市有財産の無償貸付について
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地
滑
り
調
査
、
対
策
及
び

雨
水
排
水
対
策
に
つ
い
て

　

土
砂
災
害
危
険
個
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
佐
敷
字
手
登
根
で
、
過
去
に
民
屋

が
埋
没
す
る
被
害
が
発
生
し
た
地
滑
り

個
所
付
近
で
、
本
年
６
月
表
層
地
滑
り

が
３
か
所
発
生
し
た
。

①
地
滑
り
再
活
動
、
発
生
領
域
の
拡
大

が
無
い
か
の
調
査
が
必
要
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

②
早
期
の
雨
水
排
水
施
設
の
改
善
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
佐
敷
地
区
雨
水
排
水
計

画
及
び
事
業
化
への
取
組
み
の
進
捗
を

伺
い
ま
す
。

大
規
模
な
地
滑
り
に
は

至
ら
な
い
と
認
識

■
農
林
水
産
部
長　

屋
我　

弘
明

　

風
化
に
よ
る
表
土
の
地
滑
り
と
の
判

断
で
大
規
模
な
滑
り
に
至
ら
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
今
後
目
視
等
で
地
滑

り
の
兆
候
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
県
と
対

策
に
向
け
て
協
議
を
行
い
た
い
。

■
土
木
建
築
部
長　

伊
集　

稔

　

27
年
度
に
調
査
業
務
が
終
了
し
、
今

後
は
都
市
計
画
の
決
定
、
下
水
道
の
事

業
認
可
、
基
本
設
計
・
測
量
設
計
等
の

業
務
完
了
後
、
佐
敷
区
域
雨
水
排
水
整

備
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

電
光
掲
示
板
設
置
に
つ
い
て

　

市
内
４
地
区
入
口
に
電
光
掲
示
板
を

設
置
し
、
地
域
行
事
等
の
詳
細
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
で
、
交
流
促
進
及
び
市

内
産
物
品
の
販
売
促
進
に
寄
与
す
る
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

新
庁
舎
完
成
等
も

考
慮
し
検
討
し
た
い

■
企
画
部
長　

玉
城　

勉

　

市
内
情
報
発
信
を
担
う
現
状
の
媒
体

は
、
多
く
の
改
善
点
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
電
光
掲
示
板
の
設
置
に
つい
て
は
、

そ
の
改
善
点
や
多
様
な
情
報
発
信
の
あ

り
方
等
を
踏
ま
え
新
庁
舎
の
完
成
、
南

部
東
道
路
の
開
通
等
も
考
慮
し
検
討
し

た
い
。不

特
定
多
数
が
出
入
り
す
る
公

共
敷
地
の
不
発
弾
探
査
に
つ
い
て

　

現
在
約
２
千
２
百
ｔ
の
埋
没
不
発
弾
の

存
在
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
の
現
状
の
中
、昨
年
約
39
万
人
の
来

場
者
の
あ
っ
た
斉
場
御
嶽
の
艦
砲
穴
、砲

台
跡
周
辺
で
不
発
弾
探
査
を
行
っ
た
か
伺

い
ま
す
。実

施
し
て
お
り
ま
す

■
教
育
部
長　

新
垣　

聡　

　

斎
場
御
嶽
全
域
及
び
艦
砲
穴
、
砲
台

跡
周
辺
、
ウ
ロ
ー
カ
ー
に
至
る
参
道
は
、

文
化
財
の
整
備
事
業
を
実
施
す
る
際
に

不
発
弾
探
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

兼
久
区
の
居
住
環
境

整
備
に
つ
い
て

①
佐
敷
中
学
校
校
門
通
り
付
近
の
水
害

防
止
対
策
。

②
生
活
道
路
の
整
備
に
つい
て

整
備
事
業
を
検
討

■
土
木
建
築
部
長　

伊
集　

稔

①
冠
水
、
浸
水
の
主
な
原
因
は
、
既
存

の
排
水
路
の
処
理
能
力
を
超
過
し
た

こ
と
に
よ
り
被
害
が
発
生
し
て
い
る

と
考
え
る
。
佐
敷
地
区
の
雨
水
・
排

水
事
業
が
事
業
化
さ
れ
た
後
に
整
備

を
検
討
し
た
い
。

②
危
険
個
所
に
つ
い
て
は
、
補
修
等
維

持
管
理
を
行
って
い
く
予
定
。

親
慶
原
区
の

農
・
道
路
整
備
に
つ
い
て

①
農
道
整
備
を
求
め
る
。

②
南
部
東
道
路
に
つい
て

南
部
東
道
路
完
了
後
検
討

■
農
林
水
産
部
長　

屋
我　

弘
明

　

南
部
東
道
路
の
工
事
完
了
後
に
現
場

の
土
地
利
用
状
況
等
を
勘
案
し
た
上
で

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

保
育
行
政
に
つ
い
て

～
紙
面
の
都
合
上
①
、
③
は
省
略
～

②
行
政
財
産
の
管
理
と
処
分
に
つ
い
て
、

市
有
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つい
て

　
　

不
手
際
を
謝
罪
す
る
と
い
う
事
態

に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
行
政
と
し
て

の
責
任
を
取
る
べ
き
で
あ
る
、
ど
う
い

う
認
識
か
伺
う
。

市
民
か
ら
の
指
摘
が
あ
り

議
会
へ
上
程

■
市
長　

古
謝　

景
春

　
い
わ
ゆ
る
保
育
所
を
廃
止
す
る
条
例

は
議
決
を
得
て
お
り
、
そ
れ
で
足
り
る

と
い
う
こ
と
で
の
私
の
認
識
だ
っ
た
ん
で

す
ね
。
今
回
あ
る
市
民
か
ら
御
指
摘
が

あ
って
、
そ
れ
は
当
然
議
会
の
議
決
を
得

る
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
上
程
し
て

あ
る
こ
と
御
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
副
市
長　

具
志
堅　

兼
栄　

　

確
か
に
御
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
我
々

の
勉
強
不
足
の
部
分
も
ご
ざ
い
ま
す
。

松
まつだ

田　兼
けんひろ

弘

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

平
ひらた

田　安
やすのり

則

QA

QA
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南
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
統
合
に
つ
い
て

　

南
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
市
内
に

４
カ
所
設
置
し
て
お
り
今
後
は
統
合
し

新
庁
舎
内
に
設
置
し
ま
す
４
カ
所
の
人

員
を
１
カ
所
に
統
合
す
る
事
で
人
員
配

置
や
情
報
共
有
が
密
に
な
り
運
営
的
に

効
率
が
良
く
な
り
ま
す
が
統
合
後
の
福

祉
体
制
に
つい
て
伺
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
と

協
議
を
行
い
決
め
て
い
く

■
福
祉
部
長　

津
波
古　

充
仁

　

現
在
４
カ
所
で
実
施
中
の
各
種
事
業

は
、
当
分
の
間
は
継
続
し
今
後
の
事
業

運
営
に
つ
い
て
社
協
と
協
議
し
て
い
き
ま

す
、
各
種
団
体
と
の
連
携
は
新
庁
舎
内

に
社
協
事
務
所
が
設
置
さ
れ
連
携
が
密

に
な
る
事
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
繋
が
る
と

考
え
、佐
敷・玉
城・大
里
の
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
施
設
は
継
続
し
て
使
用
し
今
後
は
施

設
存
続
に
対
し
て
検
討
、知
念
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
今
後
施
設
の
在
り
方
に
つ
い

て
社
協
と
協
議
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。

公
民
館
事
業
に
つ
い
て

　

公
民
館
事
業
を
行
う
中
で
参
加
者
の

ケ
ガ
や
事
故
・
災
害
に
対
応
す
る
公
民
館

保
障
制
度
に
加
入
し
て
い
る
公
民
館
数
や

安
心
・
安
全
に
公
民
館
事
業
を
開
催
す

る
た
め
に
も
本
制
度
の
推
進
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

公
民
館
総
合
保
障
制
度
の

加
入
促
進
を
図
り
ま
す

■
教
育
部
長　

新
垣　

聡

　

南
城
市
中
央
公
民
館
は
加
入
し
て
お

り
ま
す
が
各
自
治
会
に
つい
て
は
把
握
し

て
お
ら
ず
区
長
会
に
お
い
て
同
制
度
の

内
容
説
明
等
を
行
い
加
入
促
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

佐
敷
小
学
校
の
防
球
ネ
ッ
ト

に
つ
い
て

　

佐
敷
小
学
校
運
動
場
は
国
道
３
３
１

号
に
面
し
て
立
地
し
運
動
場
を
使
用
す

る
少
年
野
球
の
ボ
ー
ル
が
フェン
ス
を
越
え

国
道
ま
で
飛
ん
で
い
く
場
合
も
あ
り
ま

す
、
今
後
は
運
動
場
内
に
学
童
ク
ラ
ブ
も

配
置
さ
れ
ま
す
の
で
安
全
面
か
ら
も
防

球
ネ
ッ
ト
の
設
置
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

安
全
面
か
ら
必
要
だ
と

感
じ
る

■
教
育
部
長　

新
垣　

聡

　

今
後
、
運
動
場
内
に
学
童
ク
ラ
ブ
も

配
置
し
ま
す
の
で
喫
緊
の
課
題
だ
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
公
立
学
校
施
設
整

備
計
画
の
中
で
議
論
し
検
討
い
た
し
ま

す
。

自
治
会
活
動
の
展
望
に

つ
い
て

　
「
ム
ラ
ヤ
ー
構
想
」
を
推
進
す
る
中
、

積
極
的
で
持
続
可
能
な
住
民
自
治
を
実

現
す
る
た
め
に
今
後
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。
次
の
２
点
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

①
自
治
会
が
抱
え
る
課
題
と
、
そ
れ
に

対
し
て
行
政
が
す
べ
き
支
援
に
つ
い
て

の
見
解

②
十
年
後
、
二
十
年
後
の
自
治
会
の
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
展

望
を
も
って
い
る
か

自
治
会
は
和
を
生
み
出
す

拠
点
で
あ
り
定
住
化
促
進
の
要

■
企
画
部
長　

玉
城　

勉

　

大
小
70
余
の
区
、
自
治
会
共
通
の
課

題
は
、
予
算
面
や
役
員
の
担
い
手
不
足
。

地
域
的
に
は
、
西
側
で
人
口
急
増
、
東

側
で
若
年
者
流
出
と
高
齢
化
が
要
因
で

の
課
題
が
あ
る
。

　

行
政
が
す
べ
き
支
援
は
、
そ
の
よ
う

な
諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
委
託
料

に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
手

段
や
仕
組
み
を
積
極
的
に
活
用
、
実
践

し
て
頂
く
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
も
自
治
会
、

行
政
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
等
と
連

携
し
な
が
ら
「
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
活
き

活
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、

ム
ラ
ヤ
ー
が
そ
の
拠
点
と
な
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

仮
称
「
な
ん
じ
ょ
う
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
」
設
置
に
つ
い
て

　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
諸
課
題
は
待
っ

た
な
し
の
状
況
で
あ
り
、
包
括
的
機
能

と
専
門
性
を
持
っ
て
子
育
て
支
援
や
子

ど
も
の
が
ん
ば
り
を
後
押
し
す
る
中
核

と
な
る
も
の
が
必
要
。
解
決
に
向
け
た

原
因
づ
く
り
を
確
実
に
し
て
い
く
た
め
に

も
設
置
を
求
め
ま
す
。

今
後
も
行
政
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く

■
福
祉
部
長　

津
波
古　

充
仁

　

市
が
単
独
で
解
決
策
を
調
査
、
研

究
す
る
こ
と
は
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る

た
め
、
現
時
点
に
お
い
て
は
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
設
置
は
大
変
困
難
で
あ
る
。
い
ろ

ん
な
部
署
が
関
わ
っ
て
現
在
連
携
を
取

り
な
が
ら
や
って
い
る
が
、
今
後
に
つい
て

は
７
館
あ
る
児
童
館
を
う
ま
く
活
用
す

る
形
で
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

仲
なかま

間　光
みつえ

枝

Q

QQ

Q

A

A

A

A

前
まえざと

里　輝
てるあき

明

QA
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中
山
地
区
の
農
業
基
盤

整
備
事
業
に
つ
い
て

　

中
山
地
区
の
排
水
路
整
備
計
画
は
、

同
地
区
の
か
ん
が
い
排
水
事
業
採
択
後

に
推
進
す
る
と
の
答
弁
が
こ
れ
ま
で
の

議
会
で
あ
っ
た
。
か
ん
が
い
排
水
事
業
が

進
む
中
、
排
水
路
の
整
備
も
同
時
進
行

で
進
め
る
こ
と
が
農
業
の
振
興
に
寄
与

す
る
と
思
う
。
そ
こ
で
以
下
に
伺
う
。

①
整
備
内
容
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

②
中
山
１
号
排
水
路
の
雑
草
の
繁
茂
対

策
は

③
拡
幅
に
よ
る
海
への
土
砂
流
出
対
策
は

④
大
潮
や
台
風
時
の
海
か
ら
の
逆
流
対

策
は29

年
度
採
択
に
向
け

県
と
調
整
中

■
農
林
水
産
部
長　

屋
我　

弘
明

①
該
当
地
区
の
湛
水
被
害
の
軽
減
、
農

作
物
生
産
性
の
向
上
と
地
域
農
業
の

持
続
的
発
展
を
目
的
に
、
４
本
の
排

水
路
の
改
修
、
４
本
の
支
線
排
水
路

の
新
設
を
行
う
も
の
で
、
29
年
度
の

新
規
採
択
に
向
け
県
と
調
整
中
。
工

期
は
５
年
間
を
予
定
。

②
助
成
金
の
あ
る
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
の
活
用
で
地
域
の
皆
様
に

対
応
し
て
頂
き
た
い
。

③
農
道
は
舗
装
済
み
な
の
で
圃
場
か
ら

の
流
出
が
考
え
ら
れ
る
。
農
家
の
圃

場
管
理
を
徹
底
し
て
も
ら
い
土
砂
流

出
が
無
い
様
お
願
い
す
る
。

④
実
施
設
計
の
段
階
で
検
討
す
る
。

地
域
課
題
に
つ
い
て

　

次
の
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
対
応
・
整

備
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

①
奥
武
観
音
堂
裏
手
の
市
道
沿
い
の
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
支
柱
が
腐
食
し
て
危
険
。

②
玉
城
幼
稚
園
の
上
手
側
三
叉
路
は
雑

草
の
繁
茂
の
た
め
安
全
が
目
視
し
づ

ら
い
。

③
字
玉
城
の
東
側
、
住
宅
や
ペ
ン
シ
ョ
ン

が
あ
る
が
利
用
で
き
る
道
路
が
狭
く

で
こ
ぼ
こ
も
あ
る
。

対
応
し
て
い
き
た
い

■
土
木
建
築
部
長　

伊
集　

稔

①
危
険
な
状
況
で
あ
り
早
急
に
対
応
す

る
。

②
地
権
者
へ
説
明
し
た
と
こ
ろ
地
権
者

本
人
が
除
草
す
る
と
の
こ
と
。

③
以
前
隣
接
集
落
と
連
結
す
る
道
路
と

し
て
整
備
予
定
だ
っ
た
が
一
部
同
意
が

得
ら
れ
ず
採
択
で
き
な
か
っ
た
。
迂

回
箇
所
の
で
こ
ぼ
こ
は
応
急
処
置
を

す
る
。

ヤ
ギ
の
飼
育
奨
励
に
つ
い
て

　

ヤ
ギ
料
理
は
沖
縄
の
食
文
化
で
あ
る

が
、
高
血
圧
の
要
因
と
の
風
評
か
ら
食

を
控
え
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
が
琉
球

大
学
の
砂
川
教
授
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ

り
、
ヤ
ギ
肉
と
血
圧
上
昇
の
関
係
が
否

定
さ
れ
、
需
要
が
急
激
に
高
ま
り
家
畜

市
場
で
の
価
格
も
高
騰
を
続
け
て
お
り

ま
す
。
ヤ
ギ
専
業
で
経
済
的
自
立
の
可

能
性
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
ヤ
ギ
飼
育

を
奨
励
す
る
た
め
優
良
ヤ
ギ
の
導
入
補

助
や
貸
付
制
度
の
実
施
が
で
き
な
い
か

伺
う
。頑

張
る
農
家
は
支
援

■
農
林
水
産
部
長　

屋
我　

弘
明

　

県
も
ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
産
の
ボ
ア
種

を
奨
励
し
て
お
り
、
ヤ
ギ
部
会
と
も
話

し
合
い
導
入
で
き
る
よ
う
前
向
き
に
考

え
て
い
き
ま
す
。

■
市
長　

古
謝　

景
春

　

畜
産
は
農
業
に
欠
か
せ
な
い
有
機
農

法
の
基
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。
和
牛
も
基

金
を
設
け
て
有
料
牛
を
導
入
し
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
ヤ
ギ
農
家
も
生
産
部
会

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ヤ
ギ
を
40
頭
ぐ

ら
い
養
っ
て
い
る
農
家
の
話
も
聞
き
ま
し

た
。
生
産
者
も
増
え
活
気
も
出
て
お
り
、

頑
張
っ
て
い
る
農
家
は
支
援
を
し
て
ま
い

り
た
い
。知

念
体
育
館
の
設
備
の

修
繕
に
つ
い
て

　

知
念
体
育
館
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

の
器
具
も
揃
っ
て
お
り
、
利
用
者
も
多

く
市
民
の
健
康
増
進
に
も
貢
献
し
て
お

り
ま
す
が
、
体
育
館
の
照
明
に
つい
て
は

48
灯
中
24
灯
も
点
灯
し
て
お
ら
ず
館
内

が
暗
い
と
の
苦
情
が
あ
り
ま
す
。
市
民

が
安
全
で
楽
し
く
利
用
す
る
た
め
に
も

早
期
の
修
繕
が
必
要
で
す
が
対
応
策
を

伺
う
。改

善
す
る
よ
う
頑
張
る

■
教
育
部
長　

新
垣　

聡

　

現
時
点
で
電
球
交
換
し
て
も
、
す
ぐ

切
れ
る
状
況
に
あ
り
、
故
障
の
原
因
調

査
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
財
政
サ

イ
ド
と
も
調
整
し
て
次
の
補
正
で
のっ
け

ら
れ
る
か
を
含
め
内
部
で
検
討
し
た
い
。

新
垣
部
長
な
ら
と
の
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
の
で
、
市
長
も
説
得
し
予
算
を
つ
け

て
頂
き
改
善
に
頑
張
って
い
き
た
い
。

中
なかむら

村　直
なおや

哉

親
おやかわ

川　孝
たかお

雄

Q

Q

Q

A

A

A

A

Q
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A
大
里
地
区
校
区
変
更
に

つ
い
て

　

昨
年
10
月
よ
り
、
指
定
通
学
区
域
見

直
し
に
つ
い
て
、
南
城
市
学
校
教
育
審

議
会
を
設
置
し
、
審
議
を
行
って
い
る
と

思
う
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま

す
。

課
題
解
決
に
向
け
調
整
中

■
教
育
部
長　

新
垣　

聡

　

こ
れ
ま
で
３
回
の
審
議
会
を
開
催
し

住
民
意
見
等
を
踏
ま
え
検
討
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
は
４
回
目
の
審

議
会
開
催
に
向
け
て
通
学
路
の
安
全
対

策
等
、
課
題
解
決
に
向
け
各
関
係
部
局

と
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
大
里
地
区
の
児

童
生
徒
に
と
っ
て
最
適
で
安
全
な
教
育

環
境
の
形
成
及
び
保
護
者
に
対
し
、
合

意
形
成
が
得
ら
れ
る
よ
う
環
境
整
備
を

整
え
る
た
め
の
作
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。大

里
北
区
域
の
課
題
に

つ
い
て

　

昨
年
も
質
問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
、

以
下
の
３
点
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

①
大
里
内
原
公
園
内
の
外
灯
及
び
ト
イ

レ
の
不
具
合
箇
所
の
修
繕
等
に
つい
て

②
県
道
77
号
線
、
福
原
入
口
交
差
点
の

信
号
改
良
に
つい
て

③
市
道
南
風
原
福
原
線
に
つい
て

し
っ
か
り
検
討
、

対
応
し
て
い
く

■
教
育
部
長　

新
垣　

聡

①
公
園
内
の
故
障
等
に
よ
り
点
灯
で
き

な
い
外
灯
に
つ
い
て
は
、
今
議
会
に
改

修
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
、
配
管
の
取
替
と
併
せ
て
、

和
式
か
ら
洋
式
ト
イ
レへの
変
更
も
含

め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
市
民
部
長　

城
間　

み
ゆ
き

②
現
在
、
信
号
機
が
県
道
の
み
に
設
置

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
中
に

市
道
へ
の
設
置
を
行
う
旨
の
情
報
を

得
て
お
り
ま
す
。

■
土
木
建
築
部
長　

伊
集　

稔　

③
現
在
、
終
点
側
の
歩
道
舗
装
工
事
、

延
長
58ｍ
を
発
注
済
み
で
、
起
点
側

（
県
道
側
）
に
お
い
て
は
、
お
二
人

の
同
意
付
け
に
難
航
し
て
お
り
、
用

地
交
渉
を
随
時
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、

未
舗
装
部
分
も
含
め
工
事
発
注
す
る

予
定
で
す
。

保
育
所
民
営
化
に
お
け
る

財
産
処
分
に
つ
い
て

　

市
民
よ
り
議
決
な
き
公
有
財
産
の
処

分
は
地
方
自
治
法
違
反
で
あ
る
と
し
て

発
覚
し
た
件
で
、
平
成
21
年
か
ら
始
ま

り
今
日
迄
気
付
か
な
か
っ
た
原
因
と
市

民
に
対
す
る
説
明
と
謝
罪
を
ど
の
よ
う

に
行
う
か
伺
い
ま
す
。

条
例
の
誤
認
と
前
例
の
踏
襲

■
福
祉
部
長　

津
波
古　

充
仁

　

条
例
の
誤
認
に
よ
り
平
成
21
年
度
の

知
念
保
育
所
か
ら
議
会
に
提
案
を
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
も
前
例
を
踏
襲

し
た
事
務
手
続
き
を
し
た
こ
と
に
よ
り

現
在
に
至
って
い
ま
す
。

■
副
市
長　

具
志
堅　

兼
栄

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
市
の
広
報
誌
を
活

用
し
て
丁
寧
に
謝
罪
を
し
て
行
き
た
い
。

■
市
長　

古
謝　

景
春

　

市
民
に
対
し
て
不
利
益
に
な
ら
ず
、

法
人
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
を

最
初
に
説
明
し一期
目
の
議
員
は
そ
れ
を

理
解
し
て
進
め
た
経
緯
が
あ
り
、
手
続

き
と
し
て
遡
及
し
て
や
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
か
ら
我
々
が
責
任
を
取
る
べ
き
内

容
な
の
か
ど
う
か
も
含
め
て
ご
検
討
願

え
れ
ば
と
思
う
。

児
童
生
徒
の
海
外
派
遣

事
業
に
つ
い
て

　

５
年
に一度
、世
界
の
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ

大
会
が
開
催
さ
れ
、
合
わ
せ
て
南
城
市

で
も
歓
迎
交
流
の
夕
べ
が
持
た
れ
ま
す
。

沖
縄
の
貴
重
な
人
的
財
産
で
あ
る
世
界

各
地
の
県
人
会
と
密
接
な
親
睦
が
期
待

さ
れ
南
城
市
出
身
の
方
々
と
新
た
な
取

り
組
み
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

大
変
厳
し
い

■
教
育
部
長　

新
垣　

聡

　

教
育
委
員
会
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の

安
全
が一番
の
問
題
で
、
県
人
会
の
家
で

は
何
も
な
く
て
も
周
辺
の
治
安
も
安
全

か
確
認
で
き
な
い
限
り
、
か
な
り
厳
し

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

交
通
安
全
に
つ
い
て

　

船
越
県
道
48
号
線
、
ア
パ
ー
ト

Lu,Crear

前
の
県
道
で
横
断
が
大
変
危

険
で
困
難
な
状
況
で
す
が
市
の
見
解
を

伺
う
。改

善
で
き
る
よ
う

要
請
す
る

■
教
育
部
長　

新
垣　

聡

　

関
係
機
関
と
調
整
し
道
路
管
理
者
に

要
請
す
る
。

玉
たまき

城　健
つよし

Q

Q

Q

Q

A

A

AA

新
しんざと

里　嘉
ただし

Q

A
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B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
に
つ
い
て

　

B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
人
の
肝
臓
に

感
染
し
肝
硬
変
、
肝
臓
が
ん
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
沖
縄
県
の
感
染

者
数
は
全
国
平
均
よ
り
高
い
数
値
と
な
っ

て
い
る
。
10
月
か
ら
始
ま
る
ワ
ク
チ
ン
定

期
接
種
の
計
画
に
つい
て
伺
う
。

　

対
象
年
齢
で
は
な
い
が
、
感
染
の
可

能
性
の
残
る
１
～
３
歳
児
ま
で
に
対
す

る
市
独
自
の
助
成
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

予
防
接
種
法
の
も
と

厳
格
に
実
施

■
市
民
部
長　

城
間　

み
ゆ
き

　

計
画
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降

に
生
ま
れ
た
０
歳
児
を
対
象
と
し
10
月

よ
り
実
施
。
感
染
の
可
能
性
が
残
る
１

～
３
歳
児
は
、
今
回
の
対
象
で
は
な
い
。

従
って
助
成
制
度
の
構
築
も
予
定
は
な
い

が
、
指
摘
を
受
け
思
う
所
も
あ
り
検
討

し
て
み
た
い
。

■
副
市
長　

具
志
堅　

兼
栄

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
制
度
に
つ
い
て

は
、費
用
対
効
果
を
試
算
し
検
討
す
る
。

選
挙
の
投
票
率
ア
ッ
プ
に

つ
い
て

　

投
票
率
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
投
票
を

終
え
た
有
権
者
に
地
域
振
興
券
等
を
配

布
す
る
事
を
提
案
し
た
い
が
所
見
を
伺

う
。

地
道
な
取
組
み
を

効
率
よ
く
実
施

■
総
務
部
長　

當
眞　

隆
夫

　

今
後
も
選
挙
前
の
啓
発
活
動
、
主

権
者
教
育
、
期
日
前
投
票
の
周
知
、

S
N
S
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
等

に
取
組
む
。

　

参
政
権
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
有
権

者
個
々
の
権
利
で
あ
る
の
で
振
興
券
の
配

布
は
考
え
て
な
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　

寄
付
者
へ
の
返
礼
品
の
充
実
も
大
事

だ
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
企
画
を
ア
ピ
ー
ル

し
寄
付
の
応
援
を
頂
く
と
い
う
視
点
も

大
事
だ
と
思
う
所
見
を
伺
う
。

更
な
る
取
組
み
を

検
討
す
る

■
総
務
部
長　

當
眞　

隆
夫

　

返
礼
品
の
選
択
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
も
で
き
件
数
も
前
年
度
を
上
回
っ

て
い
る
。

　

事
業
企
画
に
対
す
る
寄
付
を
募
る
方

法
に
つ
い
て
は
今
後
の
取
組
み
と
し
て
検

討
し
て
い
く
。

電
線
類
地
中
化
に
つ
い
て

　

南
部
東
道
路
建
設
工
事
が
着
手
さ

れ
、
与
那
原
町
へ
の
大
型
マ
イ
ス
施
設
の

誘
致
が
決
定
す
る
な
ど
、
本
市
を
取
り

巻
く
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
以
下
に
つい
て
伺
う
。

①
現
在
の
取
り
組
み
状
況
に
つい
て

②
市
は
、
庁
舎
等
複
合
施
設
を
防
災
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
市
民

の
安
心
安
全
の
観
点
か
ら
新
庁
舎
周

辺
の
無
電
柱
化
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い

③
無
電
柱
化
は
、
本
市
の
魅
力
あ
る
街

づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
だ

と
思
う
が
市
長
の
所
見
を
伺
う

国
県
と
調
整
し
な
が
ら

取
り
組
む

■
土
木
建
築
部
長　

伊
集　

稔

　

国
に
よ
り
、
国
道
３
３
１
号
斎
場
御

嶽
周
辺
の
無
電
柱
化
が
事
業
化
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
知
念
１
号
線

（
国
道
～
斎
場
御
嶽
ま
で
）
を
無
電
柱

化
す
る
。

①
財
政
的
に
か
な
り
の
負
担
が
生
じ
る

の
で
、
斎
場
御
嶽
周
辺
の
整
備
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

■
市
長　

古
謝　

景
春　

　

我
が
南
城
市
は
大
変
景
観
の
良
い
風

光
明
媚
な
ま
ち
で
あ
る
の
で
無
電
柱
化

は
必
要
だ
と
思
う
が
、
か
な
り
大
き
な

予
算
が
必
要
と
な
る
為
、
国
・
県
・
沖

縄
電
力
の
理
解
を
得
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

市
道
１
３
７
号
線
の
整
備
に

つ
い
て

　

尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
変
更

に
伴
い
、
ラ
ン
ナ
ー
が
１
３
７
号
線
を
通

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ラ
ン
ナ
ー
の
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
早
期
整
備
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

平
成
28
年
度
中
に
整
備

■
土
木
建
築
部
長　

伊
集　

稔

　

南
部
土
木
事
務
所
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
要
請
活
動
の
結
果
、
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル

入
口
の
滑
り
止

め
舗
装
を
含
め

た
整
備
を
今
年

度
中
に
行
う
と

の
回
答
を
得
て

い
る
。

安
あ だ に や

谷屋　正
ただし

国
くによし

吉　昌
まさ み

実

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

QA



一般質問 ＆Q A

17　Nanjo City Gikai Dayori Nanjo City Gikai Dayori　16

南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 9月定例会号平成 28 年 9月定例会号

嶺
井
団
地
建
替
え
に
つ
い
て

　

住
宅
供
給
公
社
が
主
体
と
な
り
、
地

域
住
居
再
生
事
業
を
活
用
し
公
社
の
嶺

井
団
地
、
県
営
新
開
団
地
、
県
営
第
２

団
地
、
約
３
０
０
戸
以
上
の
建
て
替
え

を
す
る
と
い
う
話
が
あ
り
安
堵
し
て
い

る
所
で
あ
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
に
は

事
業
認
定
を
受
け
た
い
と
い
う
話
が
あ

り
ま
し
た
。
進
捗
状
況
を
伺
う
。

詳
細
は
次
の
と
お
り

■
土
木
建
築
部
長　

伊
集　

稔

　

今
年
４
月
に
新
規
事
業
と
し
て
採
択

さ
れ
た
。
公
社
で
は
事
業
計
画
の
策
定

を
行
って
お
り
、
８
月
25
日
に
は
住
民
説

明
会
を
実
施
し
、
事
業
を
進
め
て
い
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
平
成
28
年
度
は

計
画
策
定
、
29
年
度
に
基
本
設
計
、
平

成
30
年
度
に
仮
設
住
宅
へ
の
移
転
、
建

物
の
解
体
、
平
成
31
年
度
以
降
に
完
成

予
定
。

	

農
道
整
備
に
つ
い
て

　

当
間
２
号
農
道
整
備
で
あ
り
ま
す
が

平
成
23
年
度
に
事
業
採
択
さ
れ
、
25
年

度
に
は
設
計
、
測
量
も
完
了
し
て
い
る
。

そ
の
後
工
事
が
止
ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ

り
ま
す
。
平
成
30
年
度
が
事
業
最
終

年
度
で
あ
り
、
所
管
課
の
英
知
を
結
集

し
整
備
し
て
頂
き
た
い
。
今
後
の
方
針

を
伺
う
。29

年
度
か
ら
実
施
す
る

考
え

■
農
林
水
産
部
長　

屋
我　

弘
明

　

当
間
２
号
線
に
つい
て
は
、
農
地
と
農

道
の
高
低
差
が
あ
り
擁
壁
等
の
構
造
物

が
多
く
費
用
対
効
果
が
あ
が
ら
な
い
状

況
で
あ
る
。
受
益
者
、
県
と
調
整
を
し

29
年
度
か
ら
実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

糞
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て

　

酪
農
の一番
の
課
題
は
糞
尿
処
理
で
あ

る
。
殆
ど
の
農
家
が
処
理
に
苦
慮
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
処
理
施
設
の
建
設

が
出
来
な
い
か
伺
う
。

本
市
単
体
で
は
厳
し
い

■
農
林
水
産
部
長　

屋
我　

弘
明

　

建
設
に
つ
い
て
は
莫
大
な
金
額
を
要

し
、
維
持
管
理
費
の
農
家
負
担
も
多
額

に
な
る
。
本
市
単
体
で
は
厳
し
く
、
南

部
一帯
を
網
羅
し
整
備
し
て
い
く
事
が
現

実
的
で
あ
り
、
今
後
国
、
県
と
調
整
し

検
討
す
る
。

子
ど
も
達
の
通
園
路
、
市
民

生
活
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

　

新
設
さ
れ
た
木
の
国
保
育
園
、お
ひ
さ

ま
保
育
園
沿
い
の
市
道（
大
里
目
取
真
区
）

は
、
所
々
に
陥
没
が
あ
り
道
幅
も
狭
く

園
児
や
保
護
者
、
市
民
が
利
用
す
る
中

で
大
変
危
険
な
状
態
で
あ
り
ま
す
。
生

活
道
路
と
し
て
も
重
要
な
市
道
の
環
境

整
備
と
し
て
道
路
の
全
面
舗
装
、
道
路

拡
張
工
事
の
計
画
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

舗
装
工
事
を
し
、拡
張
工
事
は 

市
内
道
路
整
備
含
め
判
断

■
土
木
建
築
部
長　

伊
集　

稔

　

舗
装
工
事
は
入
札
予
定
。
全
面
舗
装

に
よ
り
幅
員
が
確
保
さ
れ
、
車
の
す
れ

違
い
が
容
易
に
な
り
安
全
が
確
保
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
道
路
拡

張
工
事
計
画
は
舗
装
工
事
後
の
道
路
利

用
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
市
内
全
域

の
道
路
整
備
計
画
も
含
め
た
中
で
補
助

事
業
が
可
能
か
検
討
す
る
。
路
肩
の
拡

幅
は
所
有
を
確
認
し
検
討
す
る

■
福
祉
部
長　

津
波
古
充
仁

　

保
育
園
が
新
設
さ
れ
懸
念
し
て
い
る

の
が
道
路
整
備
。
福
祉
部
と
し
て
も
土

木
建
築
部
と
協
力
し
て
い
き
た
い
。

雑
草
の
草
刈
り
作
業
対
策

に
つ
い
て

　

繁
茂
す
る
雑
草
の
草
刈
り
作
業
は
地
域

や
P
T
A
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も
取
り

組
み
環
境
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
が
、作
業

に
取
り
組
み
や
す
く
す
る
為
の
対
策
と
し

て
、草
刈
り
に
か
か
る
経
費
の
助
成
（
草

刈
機
燃
料
代
等
）や
機
材
の
貸
し
出
し（
小

型
破
砕
機
等
）が
で
き
な
い
か
。そ
れ
ら
を

盛
り
込
ん
だ
要
項
の
作
成
が
で
き
な
い
か
。

南
城
市
型
の
要
項
や
助
成

制
度
の
確
立
に
取
り
組
む

■
市
民
部
長　

城
間　

み
ゆ
き

　

関
係
課
と
調
整
し
な
が
ら
機
材
等
の

貸
し
出
し
や
燃
料
費
助
成
、花
の
苗
の
進

呈
が
で
き
る
よ
う
な
南
城
市
型
の
仕
組

み
、
要
項
作
成
に
つい
て
協
議
し
て
い
く
。

利
用
し
や
す
い
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

講
座
の
開
設
に
つ
い
て

　

仕
事
帰
り
に
通
え
る
講
座
、
託
児
所

付
き
講
座
、
再
就
職
・
転
職
に
有
利
な

資
格
取
得
が
で
き
る
講
座
の
開
設
が
で

き
な
い
か
。

ニ
ー
ズ
把
握
と
必
要
性
を

調
査
し
て
い
く

■
企
画
部
長　

玉
城　

勉　

　

今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ

把
握
と
必
要
性
の
観
点
か
ら
実
施
が
可

能
か
調
査
し
て
い
く
。

■
教
育
部
長　

新
垣　

聡

　

託
児
所
に
匹
敵
す
る
場
所
や
設
備
等

の
整
備
、専
門
職
員
等
の
配
置
が
厳
し
い
。

城
しろま

間　松
まつやす

安

Q

Q

A

A

Q

A

上
うえち

地　寿
す が こ

賀子

QA

QQA A
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特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
で

小
規
模
校
解
消
を

　

市
内
小
規
模
校
、
知
念
小
、
百
名
小

等
は
地
域
の
人
口
流
出
、
若
者
の
流
出

が
要
因
の一つ
。
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
進
め
、小
中
連
携
、地
域
理
解
の
も
と
、

特
別
進
学
、
ス
ポ
ー
ツ
芸
能
、
職
業
選

択
等
、
特
別
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
設
定
し
将

来
的
に
は
小
規
模
校
解
消
、
校
区
の
人

口
増
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

調
整
、方
向
性
を
含
め
検
討

■
教
育
部
長　

新
垣　

聡

　

２
０
２
０
年
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
る

改
訂
指
導
要
領
を
視
野
に
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。
総
合
学

習
の
時
間
で
特
別
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
近

い
教
育
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

■
市
長　

古
謝　

景
春

　

南
城
市
は
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に

大
変
適
し
た
地
域
で
あ
り
、知
念
地
域
か

ら
始
め
た
ら
ど
う
か
。
幼
小
中
一貫
校
も

視
野
に
指
定
校
と
し
て
調
整
も
含
め
て
の

検
討
を
教
育
委
員
会
に
話
し
て
み
た
い
。

■
副
市
長　

具
志
堅　

兼
栄

　

公
立
校
に
お
い
て
も
特
区
が
開
設
さ

れ
て
お
り
指
定
校
も
全
国
で
50
校
近
く

あ
る
。
小
規
模
校
の
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
は
こ
の
地
域
の
定
住
化
に
つ
な
が
り

人
の
流
れ
も
変
わ
る
と
思
う
。

一
括
交
付
金
減
額
、
影
響
は

　
一括
交
付
金
が
２
７
５
億
円
の
減
額
と

な
っ
た
。
頑
張
って
い
る
市
町
村
に
と
って

は
大
き
な
痛
手
で
あ
り
、
南
城
市
の
次

年
度
予
算
に
も
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

配
分
、
仕
組
み
づ
く
り

議
論
し
た
い

■
市
長　

古
謝　

景
春

　
一
括
交
付
金
は
重
要
な
予
算
で
あ
り
、

配
分
の
あ
り
方
、
頑
張
って
い
る
市
町
村

が
使
え
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
も
念

頭
に
入
れ
な
が
ら
議
論
し
て
い
き
た
い
。

セ
リ
市
場
老
朽
化
で
危
険

　

知
念
漁
協
の
セ
リ
市
場
は
築
36
年
経

て
お
り
老
朽
化
が
激
し
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
剥
離
が
見
ら
れ
大
変
危
険
。
大
幅
改

修
、
建
て
替
え
に
つい
て
伺
う
。

県
や
漁
協
と
調
整

■
農
林
水
産
部
長　

屋
我　

弘
明

　

強
い
水
産
業
づ
く
り
交
付
金
の
対
象
。補

助
金
適
正
化
法
と
の
兼
ね
合
い
で
２
年
後

改
修
を
県
や
漁
協
と
調
整
、
検
討
し
た
い
。

庁
舎
間
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

　

庁
舎
間
で
の
行
き
来
の
足
を
確
保
す

る
と
し
て
、
今
年
度
運
行
事
業
と
し
て
、

５
０
４
万
円
計
上
。
運
行
形
態
が
幹
線

道
路
・
原
則
バ
ス
停
を
利
用
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
目
的
地
へ
の
移
動
が
不
便
で

市
民
の
利
用
が
少
な
い
状
況
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
交
通
弱
者
へ
配
慮
し
た
地

域
公
共
交
通
を
願
う
が
、
以
下
の
点
に

つい
て
伺
う
。

①
運
用
・
利
用
状
況

②
大
里
・
玉
城
地
域
乗
車
場
が
少
な
い

と
思
う
が
見
解
を
伺
う

③
新
庁
舎
後
の
運
用
の
見
解

デ
マ
ン
ド
交
通
含
め
検
討

■
企
画
部
長　

玉
城　

勉

①
平
日
の
庁
舎
間
を
結
ぶ
路
線
と
し
て

玉
城
庁
舎
か
ら
知
念
回
り
、
大
里

回
り
の
２
コ
ー
ス
、
一日
７
便
の
運
行
。

４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
利
用
実
績
、

月
平
均
６
３
７
名
、
一日
約
32
名
、
一

便
当
た
り
４
．６
名
。

②
乗
車
場
は
佐
敷
地
区
４
ヵ
所
、
知
念

地
区
４
ヵ
所
、
玉
城
地
区
１
ヵ
所
、

大
里
地
区
２
ヵ
所
の
計
11
ヵ
所
。

③
移
転
後
は
運
行
目
的
が
な
く
な
る
。

市
民
の
足
と
し
て
定
着
し
て
き
た
デ
マ

ン
ド
交
通
、
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
の
運

行
の
充
実
強
化
等
で
検
討
。

議
論
し
方
向
性
を
定
め
る

■
市
長　

古
謝　

景
春

　

利
用
形
態
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
あ
り

方
も
含
め
て
、
交
通
弱
者
へ
配
慮
し
た

交
通
シ
ス
テ
ム
を
議
論
し
、
方
向
性
を

定
め
て
い
く
。

山
羊
生
産
農
家
へ
の

支
援
策
に
つ
い
て

　

近
年
、
山
羊
肉
の
見
直
し
等
で
飼
養

頭
数
も
増
加
。
南
城
市
に
お
い
て
も
、

山
羊
生
産
部
会
が
結
成
さ
れ
食
文
化
の

継
承
、
地
域
お
こ
し
に
つ
な
げ
よ
う
と

生
産
意
欲
が
高
ま
って
い
る
。
以
下
の
点

に
つい
て
伺
う
。

①
国
、
県
の
補
助
メ
ニュ
ー
は
あ
る
か

②
今
後
の
対
策

各
関
係
機
関
と
連
携
し

支
援
し
て
い
く

■
農
林
水
産
部
長　

屋
我　

弘
明

①
沖
縄
振
興
対
策
関
連
の一
括
交
付
金

事
業
等
の
県
補
助
メ
ニュ
ー
が
活
用
。

②
南
城
市
山
羊
生
産
部
会
及
び
実
施
主

体
で
あ
る
農
業
協
同
組
合
と
意
見
交

換
し
、ニ
ー
ズ
も
伺
い
な
が
ら
補
助
金
に

つい
て
は
検
討
。
現
在
作
成
中
の
農
業

振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
整
合
性
も

図
り
な
が
ら
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

知
ちねん

念　俊
としや

也

照
て る き な

喜名　智
さとし

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

QA

A
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下
水
道
用
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に

つ
い
て

①
下
水
道
用
のマ
ン
ホ
ー
ル
の
管
理
者
は
。

②
段
差
部
分
の
路
面
補
修
は
県
で
行
う

の
か
。

③
過
去
に
補
修
し
た
事
例
は
。

検
討
す
る

■
上
下
水
道
部
長　

屋
比
久　

勝
之

　

下
水
道
用
マ
ン
ホ
ー
ル
は
南
城
市
下

水
道
課
が
管
理
し
て
お
り
ま
す
。
現
場

の
状
況
に
よ
って
補
修
箇
所
の
管
轄
が
県

に
な
る
か
、
市
下
水
道
課
に
な
る
か
異

な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
近
年
で
は

稲
嶺
地
内
に
お
い
て
は
市
下
水
道
課
が

補
修
し
、
親
慶
原
地
内
に
お
い
て
は
県

が
補
修
を
行
っ
た
事
例
が
ご
ざ
い
ま
す
。

	

第
24
回
参
議
院
選
挙
に

つ
い
て

①
18
歳
及
び
19
歳
有
権
者
の
本
市
に
お

け
る
投
票
率
に
つい
て

②
主
権
者
教
育
の
実
施
状
況
に
つい
て

③
18
歳
、
19
歳
有
権
者
の
投
票
率
向
上

に
向
け
て
の
取
り
組
み
の
計
画

社
会
全
体
で
実
施
で
き
る

様
に
検
討
し
て
い
き
た
い

■
総
務
部
長　

當
眞　

隆
夫

①
18
歳
は
４
４
５
名
、
内
投
票
者
数

２
４
４
名
で
53
．
６
％
、
19
歳
は

４
８
６
名
、
内
投
票
者
数
は
２
２
２

名
、
45
．
７
％
と
な
り
、
合
わ
せ
て

49
．５
％
で
す
。

②
市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
生
徒
会
役

員
等
選
挙
時
に
選
挙
管
理
委
員
会
よ

り
選
挙
備
品
の
貸
し
出
し
を
行
って
い

ま
す
。
ま
た
、
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

の
応
募
や
明
推
協
と
連
携
し
た
模
擬

投
票
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

教
育
委
員
会
主
催
の
南
城
市
中
学

生
議
会
を
11
月
15
日
に
開
催
予
定
で

す
。

③
今
後
、
主
権
者
教
育
の
推
進
は
若
年

層
の
投
票
率
向
上
に
大
き
く
か
か
わ

る
も
の
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
、

明
推
協
、
学
校
、
地
域
と
互
い
に
連

携
、
協
働
し
、
社
会
全
体
で
多
様
な

取
り
組
み
が
実
施
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

　

志
喜
屋
の
落
盤
が
発
生
し
た
場
所
に

お
い
て
岩
石
の
危
険
場
所
の
撤
去
は
完

了
し
た
の
か
引
き
続
き
作
業
が
行
わ
れ

る
の
か
。
そ
れ
と
吉
富
地
区
に
お
い
て

も
危
険
個
所
が
あ
り
県
と
連
携
し
な
が

ら
、
安
全
、
安
心
で
あ
る
と
い
う
確
認

の
調
査
が
出
来
た
か
併
せ
て
伺
い
ま
す
。

引
き
続
き
落
下
防
止
の
防
護

ネ
ッ
ト
工
事
の
報
告
が
あ
っ
た

■
土
木
建
築
部
長　

伊
集　

稔

　

志
喜
屋
の
落
盤
場
所
に
お
い
て
は
、

林
業
事
務
所
か
ら
の
報
告
は
落
石
の
可

能
性
が
あ
る
の
は
全
部
撤
去
し
た
。
引

き
続
き
落
石
防
止
の
防
護
ネ
ッ
ト
工
事

が
あ
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。
吉
富
地
区
に

つ
い
て
は
、
県
に
は
要
請
は
し
て
い
な
い
、

今
後
現
場
を
確
認
し
、
職
員
、
出
来
れ

ば
コ
ン
サ
ル
と
一
緒
に
危
険
性
が
あ
る
場

合
は
県
に
調
査
の
要
請
を
行
って
い
く
。

　

去
っ
た
大
雨
で
知
念
地
域
の
住
宅

で
地
盤
沈
下
に
よ
る
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
道
路
排
水
が
歪
な
施
工
で
道

路
の
冠
水
が
原
因
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
改
修
工
事
が
出
来
な
い
か
伺
い
ま
す
。

■
土
木
建
築
部
長　

伊
集
稔

　

道
路
排
水
の
不
具
合
が
地
盤
沈
下

の
直
接
的
原
因
で
は
な
い
と
判
断
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
調
査
を
し
て
改
善
す
べ
き
で

あ
る
か
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

定
住
促
進
に
つ
い
て

　
ウ
ラ
ン
原
に
下
り
る
道
路
を
市
道
に
認
定

が
出
来
れ
ば
補
助
メ
ニュ
ー
で
道
路
の
環
境

整
備
が
出
来
て
定
住
促
進
が
図
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
が
認
定
は
出
来
る
か
伺
い
ま
す
。

認
定
基
準
に
合
致
す
る
状
況

下
に
な
く
厳
し
い
現
状
で
す

■
土
木
建
築
部
長　

伊
集　

稔

　

市
道
認
定
は
認
定
基
準
が
あ
り
こ
の

道
路
は
認
定
基
準
に
合
致
す
る
状
況
下

に
は
な
く
厳
し
い
現
状
で
す
。

環
境
整
備
に
つ
い
て

　

知
念
の
バ
ス
停
は
屋
根
が
な
く
バ
ス
を
待

つ
間
夏
は
特
に
厳
し
い
状
況
で
す
。
幸
い

に
も
隣
に
国
の
土
地
が
あ
り
そ
こ
に
屋
根

付
き
の
バ
ス
停
が
出
来
な
い
か
伺
い
ま
す
。

要
請
は
積
極
的
に
粘
り
強
く

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

■
市
民
部
長　

城
間　

み
ゆ
き

　

構
造
上
の
問
題
で
設
置
で
き
な
い
場

所
も
あ
る
と
回
答
を
得
て
お
り
ま
す
の

で
、
要
請
は
積
極
的
に
粘
り
強
く
行
って

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

國
くによし

吉　明
あきら

QAQ

A

吉
よし

田
だ

　潤
じゅん

QA

QAQA

Q

A
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平成28年9月定例会 議員別出欠結果一覧表

○：出席
△：途中出席
▲：途中退席
×：欠席
除：除斥

1日 6日 7日 8日 9日 9日 12日 13日 14日 15日 16日 20日 23日

本
会
議
①

本
会
議
②

本
会
議
③

本
会
議
④

本
会
議
⑤

常
任
委
員
会
①

常
任
委
員
会
②

常
任
委
員
会
③

常
任
委
員
会
④

常
任
委
員
会
⑤

常
任
委
員
会
⑥

（
総
括
質
疑
）

常
任
委
員
会
⑦

本
会
議
⑥

議長 大　城　　　悟 ○ ○ ○ ○ ○ 委員会に所属していない為 ○

総
務
福
祉
委
員
会

吉　田　　　潤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国　吉　昌　実 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上　地　寿賀子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
知　念　俊　也 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
仲　間　光　枝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
伊　　　清　則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
比　嘉　直　明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
松　田　兼　弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
前　里　輝　明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産
業
教
育
委
員
会

城　間　松　安 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平　田　安　則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
新　里　　　嘉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
安谷屋　　　正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
國　吉　　　明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中　村　直　哉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
玉　城　　　健 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
親　川　孝　雄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
照喜名　　　智 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総
務
福
祉
委
員
会

産
業
教
育
委
員
会

調査事件
①財政課題について
②今後の子育て政策について
③自然災害について
④今後の観光振興について

調査事件
①財政課題について
②自然災害について
③畜産場悪臭防止対策検討調査業務に
ついて
④佐敷干潟の排水問題について

　（該当の陳情案件なし）

　（該当の陳情案件なし）

閉会中の継続調査 閉会中の継続調査

閉会中の継続審査

閉会中の継続審査
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　交通事故のない、安全安心な交通環境の実現は、地域住民の願いであり、これまで行政機関や、団体、地
域住民一人ひとりが賢明な取り組みを重ねてきたところであるが、依然として交通死亡事故や飲酒運転絡みの事
故は多発している状況にある。
　本県は、交通人身事故全体に占める飲酒絡み事故が２６年連続ワースト、飲酒絡み死亡事故も３年連続ワース
トを更新しており、当市を管轄する与那原警察署管内でも、本年に入り、飲酒絡みの交通死亡事故が発生して
いる現状がある。
　こうしたことに鑑み、南城市議会と与那原警察署は、「沖縄県飲酒運転根絶条例」（平成２１年１０月１日施行）
に基づき、飲酒運転根絶に向けた協力体制を確立し、協働行動により「飲酒運転をしない・させない・許さない」
安全で安心な社会環境の実現を目的とした「飲酒運転根絶に向けた協働行動に関する覚書」を交わし、「飲酒運
転根絶ピンバッジ」を活用した飲酒運転防止の意思表示及びその普及促進を図ることで、飲酒運転根絶を啓発
する新たな取り組みを始め、運動の広がりを目指している。
　よって、本市議会は、これらの飲酒運転根絶運動と共に、これまでの交通事故防止に対する取り組みを一層
支援するとともに、飲酒運転根絶をさらに推進することをここに宣言する。

　以上、決議する。

　　平成28年9月23日
沖縄県南城市議会

交通事故防止対策と飲酒運転根絶のさらなる推進に
関する宣言決議発委第10号

　地域住民の生活環境の改善や地域の活性化を図るため、とりわけ防災性の向上や安全で快適な通行
空間の確保、良好な景観の形成や観光振興等の観点から、無電柱化の取組を計画的かつ円滑に進める
ことはとても重要である。
　しかしながら欧米はおろか、アジアの主要都市と比較しても我が国の無電柱化割合は著しく低く、近年
異常気象等の災害による電柱の倒壊に伴う救援救助等への影響や、いたましい通学児童の交通事故、
急激なインバウンド効果による海外観光客の増加などから、無電柱化に対する地域の要望は極めて強いも
のとなっている。
　つきましては、国会におかれましては、災害の防止、安全で円滑な交通の確保、良好な景観の形成等
を図るため、無電柱化の推進に関し、基本理念や責務、推進計画の策定等を定めることにより、施策を
総合的、計画的かつ迅速に推進し、公共の福祉の確保や生活の向上、地域経済の健全な発展に貢献
する無電柱化の推進に関する法律案の早期成立を強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

　　平成28年9月23日
沖縄県南城市議会

あて先　衆議院議長　参議院議長

無電柱化の推進に関する法整備を求める意見書発委第12号
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　脳しんとうは、軽度の外傷性脳損傷であり、頭が衝撃や打撲を受けたり、激しく揺さぶられることによって、あるいは身体へ
の強打によって、頭と脳が前後左右に急速に動かされることによって生じます。脳しんとうを受傷しても通常、生命を脅かすこ
とはありませんが、治療を必要とする重篤な症状を引き起こす場合もあります。
　主な症状は損傷後、記憶障害、錯乱、眠気、だるさ、めまい、物が二重に見えるあるいはぼやけて見える、頭痛または
軽度の頭痛、吐き気、嘔吐、光や騒音に対する過敏性、バランス障害、刺激に対する反応が鈍化、集中力の低下等、複
雑かつ多彩であり、また症状は、すぐに始まることもあれば、損傷後数時間、数日、数週間、あるいは数ヶ月間発症しないこ
ともあります。
　特に、高次脳機能障害による記憶力・理解力・注意力の低下をはじめ、てんかんなどの意識障害、半身まひ、視野が狭
くなる、匂い・味が分からなくなるなどの多発性脳神経まひ、尿失禁などが発症した場合、症状が消失するには数ヶ月かかる
ことがあり、まれには、永続的な身体的、感情的、神経的、または知的な変更が発症します。さらに、脳しんとうを繰り返すと、
永久的な脳損傷を受ける可能性が高くなりますし、死に至る場合（セカンドインパクト症候群）もあるので、繰り返し脳しんとうを
受けることは、避けるべきです。
　この病態は、Ｓｃａｔ２やＳｃａｔ３において客観的な診断方法が確立されており、既に、国際オリンピック委員会を始め、ＦＩＦＡ、
ＩＩＨＦ、ＩＲＢ、Ｆ－ＭＡＲＣ等で採用され、ＰｏｃｋｅｔＳｃａｔ２に於いては各種スポーツ団体で脳しんとうを疑うかどうかの指標として
使用されています。
　平成２４年７月に文部科学省が「学校における体育活動中の事故防止について」という報告書をまとめ、更には平成２５年
１２月には、社団法人日本脳神経外科学会から「スポーツによる脳損傷を予防するための提言」が提出され、同月には、文部
科学省より「スポーツによる脳損傷を予防するための提言に関する情報提供について」の事務連絡が出されていますが、実際
の教育現場や家庭では、まだまだ正確な認識と理解が進まず、対応も後手に回ってしまい、再就学・再就職のタイミングを失っ
てしまい、生活全般に不安、不便、孤独、を感じ、最悪、うつ状態に陥ってしまう人も多く、特に羅患年齢が低年齢であれ
ば発達障害とみなされ見過ごされ、引きこもるか施設に預けられるかの２者択一になっているのが現状でございます。
　また、重篤な事案となった場合にも事故の初動調査の遅れがちになることにより、事案の経緯が明確にならないため、介護・
医療・補償問題をも後手に回ってしまい、最悪、家庭の崩壊へと陥っている家族も多く、事故調査を蔑ろにしてしまうがために、
同様の事故を繰り返し起こしてしまっているのが現状です。

　そこで、国におかれましては、上記の現状を踏まえ、下記の事項について適切な措置を講じるよう、強く要望します。

記
脳しんとう及び軽度外傷性脳損傷への対応について
１－〈教育機関での周知徹底と対策〉
　各学校などの教師・保健師・スポーツコーチ及び救急救命士・救急隊員に、〈ＰｏｃｋｅｔＳＣＡＴ２〉の携帯を義務付けること。
　併せて、むち打ち型損傷、若しくは、頭頚部に衝撃を受けたと推測される事故・事案が発生した場合は、本人の訴えだけ
ではなく、症状を客観的に正確に観察して判断を下すとともに、家庭・家族への報告も義務付け、経過観察を促すこと。
２－〈専門医による診断と適切な検査の実施〉
　脳しんとうを疑った場合には、直ちに脳神経外科医の診断を受け、ＣＴ／ＭＲＩだけではなく、神経学的検査の受診も義務
付けるとともに、〈Ｓｃａｔ３（１２歳以下の場合はＣｈｉｌｄＳｃａｔ３〉を実地し、対応できる医療連携体制の構築を進めること。
３－〈周知・啓発・予防措置の推進と相談窓口の設置〉
　脳しんとうについて、各自治体の医療相談窓口等に対応の出来る職員を配置し、医療機関はもとより、国民、教育機関へ
の啓発・周知・予防をより一層図ること。
４－〈園内・学校内で発生した重大事故の繰り返しの防止〉
　保育園・幼稚園及び、学校内で発生した事案が重篤な場合は、直ちに保護者へ連絡するとともに第三者調査機関を設置
し迅速に事故調査、及び開示を行うこと。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成28年9月23日
沖縄県南城市議会

あて先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣、文部科学大臣

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、及びその危険性
や予後の相談可能な窓口などの設置を求める意見書発委第11号



23　Nanjo City Gikai Dayori Nanjo City Gikai Dayori　22

南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 9月定例会号平成 28 年 9月定例会号

　平成２８年９月９日、担当部より現在の進捗状況、計画工程表及び計画平面図等について説明を受けまし
た。
　現在、南城市景観審議会より答申書の受理、沖縄県南部林業事務所より林地開発協議の回答書受理、南
城市都市建設課より公共財産の用途廃止の通知受理、沖縄県より開発許可通知の受理を終え、沖縄建築確
認検査センターへ建築確認申請を
行ったという報告がありました。
　工程の説明では工事説明会を１０
月中旬頃に予定しており、また１階
から４階の面積や外構部分の駐車
場は１９１台分との説明もありまし
た。
　委員から用地取得について質疑
があり、地権者と交渉し同意を頂い
ている最中であり、引き続き粘り強
く頑張っていくこと、他に工事予算
が分かる時期について質疑があり、
工事説明会までには具体的にまとま
ると思うとの答弁がありました。

庁舎建設特別委員会

　平成２７年６月より試験運用をスタートしたタブレットですが、今９
月議会より議案説明資料の一部をペーパーレス化しています。
　導入初期に比べ操作にもだいぶ慣れてきて活用度も増してきまし
た。
　過去の議案書等を検索閲覧したり、法令等を調べたりするのにも
大変役立っています。引き続き、導入目的である 「ペーパーレス会議」
を目指して積極的に活用していきます。

議会ICTへの取り組み

　平成２８年１０月１７日、与那原警察署において飲酒運転根絶に向
けて協働行動を図ることを目的とした 「飲酒運転根絶に向けた協働
行動」の締結式が行われました。
　与那原警察署管内の南城市・与那原町・南風原町の３市町議会
がそれぞれ与那原警察署と覚書を締結しました。

「飲酒運転根絶に向けた協働行動」の締結

完成予想図

〜タブレット試験運用経過報告〜
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　「市議会だより」について、
ご意見・ご感想・ご要望を
お待ちいたしております。
　下記までお寄
せください。

議会議事録は南城市ホームページで
公開されています。

南城市議会事務局
〒 901-0695　南城市玉城字富里１４３番地
TEL：098-948-7797　FAX：098-852-6625
E-mail：gikai@city.nanjo.okinawa.jp
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　未来を担う中学生が各中学校から議員となり、議会の模擬体験を通じて南城市の将来について夢や希望を提言す
る機会、南城市民としての自覚を持つ契機、主権者教育をねらいとして南城市中学生議会が開催されます。

テーマ：「私たちの描く南城市の輝く未来に向けて」
日　時：平成２８年１１月１５日（火）１４：００開会
場　所：南城市議会議事堂
主　催：南城市教育委員会
共　催：南城市　南城市議会　南城市選挙管理委員会　
	 南城市青少年育成市民会議

○南城市中学生議会議員名簿
玉城中学校 知念中学校 久高中学校 佐敷中学校 大里中学校

城 間　 光 樹 東 江　 梓 音 小 野　 由 人 津 波　 杏 音 銘 苅　　 築
中 本　 百 音 屋比久　舞夕 宮 城　 琴 美 兼 濱　 孝 行 玉 城　 陽 丞
大 城　　 陸 宮 城　 優 菜 具志堅　大吾 玉 城　 裕 也
大 城　 留 菜 新 里　 未 菜 平田　さくら 宮 城　 史 音
糸数　万利菜 嶺井　ゆうり 福里　麻理夏

南城市中学生議会の開催！


